
る
方
法
に
よ
り
調
整
し
た
も
の
）二
滴
を
指
示
薬
と
し
て
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。

こ
の
と
き
、
滴
定
に
要
し
た
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
に
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
溶
液
の
規
定
度
係
数
を
乗
じ
た
数
値
（
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
を
、
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の

消
費
量
の
数
値
（
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
と
す
る
。

よ
り
調
整
し
た
も
の
）
二
滴
を
指
示
薬
と
し
て
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
で
滴
定
す
る
。
こ
の
と

き
、
滴
定
に
要
し
た
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量
に
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶

液
の
規
定
度
係
数
を
乗
じ
た
数
値
（
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
）
を
、
〇
・
一
規
定
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
の
消
費
量

の
数
値
（
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
）
と
す
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
主
要
な
部
分
の
鋼
材
）

（
主
要
な
部
分
の
鋼
材
）

第
二
百
三
十
八
条

事
業
者
は
、
型
わ
く
支
保
工
に
使
用
す
る
支
柱
、
は
り
又
は
は
り
の
支
持
物
の
主
要
な
部
分

の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇

六
（
溶
接
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本

工
業
規
格
Ｇ
三
三
五
〇
（
建
築
構
造
用
冷
間
成
形
軽
量
形
鋼
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
日
本
産

業
規
格
Ｚ
二
二
四
一
（
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
試
験
に
お
い
て
、
引
張
強
さ
の
値

が
三
百
三
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
伸
び
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鋼
材
の

種
類
及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
引
張
強
さ
の
値
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と
な
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
百
三
十
八
条

事
業
者
は
、
型
わ
く
支
保
工
に
使
用
す
る
支
柱
、
は
り
又
は
は
り
の
支
持
物
の
主
要
な
部
分

の
鋼
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇

六
（
溶
接
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本

工
業
規
格
Ｇ
三
三
五
〇
（
建
築
構
造
用
冷
間
成
形
軽
量
形
鋼
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
日
本
工

業
規
格
Ｚ
二
二
四
一
（
金
属
材
料
引
張
試
験
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
試
験
に
お
い
て
、
引
張
強
さ
の
値

が
三
百
三
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
毎
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
伸
び
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
鋼
材
の

種
類
及
び
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
引
張
強
さ
の
値
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と
な
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
表
略
）

（
表
略
）

（
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
等
）

（
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
等
）

第
五
百
六
十
条

事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
の
う
ち
、
令
別
表
第
八
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に

掲
げ
る
部
材
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
八
九
五
一
（
鋼
管
足
場
）
に
定
め
る

単
管
足
場
用
鋼
管
の
規
格
（
以
下
「
単
管
足
場
用
鋼
管
規
格
」
と
い
う
。）又
は
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
百
六
十
条

事
業
者
は
、
鋼
管
足
場
に
使
用
す
る
鋼
管
の
う
ち
、
令
別
表
第
八
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に

掲
げ
る
部
材
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
八
九
五
一
（
鋼
管
足
場
）
に
定
め
る

単
管
足
場
用
鋼
管
の
規
格
（
以
下
「
単
管
足
場
用
鋼
管
規
格
」
と
い
う
。）又
は
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
材
料
等
）

（
材
料
等
）

第
五
百
七
十
五
条
の
二

（
略
）

第
五
百
七
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
使
用
す
る
支
柱
、
作
業
床
、
は
り
、
大
引
き
等
の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て

は
、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶
接
構
造
用

圧
延
鋼
材
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
一
（
熱
間
圧
延
棒
鋼
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
二
（
熱
間
圧
延
形

鋼
）、
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
産
業
規
格
Ｇ
三
四
六
六（
一

般
構
造
用
角
形
鋼
管
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
引
張
強
さ
及
び
こ
れ
に
応

じ
た
伸
び
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
作
業
構
台
に
使
用
す
る
支
柱
、
作
業
床
、
は
り
、
大
引
き
等
の
主
要
な
部
分
の
鋼
材
に
つ
い
て

は
、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
一
（
一
般
構
造
用
圧
延
鋼
材
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
〇
六
（
溶
接
構
造
用

圧
延
鋼
材
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
一
（
熱
間
圧
延
棒
鋼
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
一
九
二
（
熱
間
圧
延
形

鋼
）、
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
四
四
（
一
般
構
造
用
炭
素
鋼
鋼
管
）
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｇ
三
四
六
六（
一

般
構
造
用
角
形
鋼
管
）
に
定
め
る
規
格
に
適
合
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
引
張
強
さ
及
び
こ
れ
に
応

じ
た
伸
び
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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